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動物の毛皮をスキーの滑走面に張り付けて，滑り止めや獲物に気づかれないための音消しとして利用する

ことは，古くから世界中の積雪地域で行われてきた．現在では，山スキーの滑り止めとしてのシールはナイ

ロンやモヘア（アンゴラヤギの毛）に取って代わられているが，狩猟で山に入る人の中には現在でもアザラ

シ毛皮を愛用する人もいる．本試験では，グリーンランドに生息するタテゴトアザラシの毛皮シールとナイ

ロンシールの雪上での滑り抵抗試験を行い，アザラシ毛皮シールの優位性（足運びの良さと，滑り止めとし

てのグリップ力）を検証した．試験の結果，実験を行った全ての雪質（ザラメ雪，しまり雪，こしもざらめ

雪，クラスト）において，タテゴトアザラシの毛皮はナイロンに比べ前方（毛並みに逆らわない方向）に滑

りやすく，足運びに有利に働くことが分かった．また，後方（毛並みに逆らう方向）への滑りにくさを検証

した結果，比較的柔らかい雪では，毛足の長いアザラシ毛皮が雪に刺さることにより高いグリップ力を示し

たのに対し，硬くしまった雪では，アザラシの毛が寝てしまい，グリップ力が低下することから，毛が短く

て硬いナイロンシールが有利であった． 

 

１．はじめに 

寒冷な地域では積雪期の移動手段として，古く

からスキーやかんじきが使用されてきた．例えば

北欧神話に出てくる「Ullr」はスキーの神とされ

ている．また，ノルウェーのアルタでは，2000 年

以上前に描かれたとされる壁画が残されている

（図１）． 
雪上を埋まらずに歩くための工夫として，設置

面積を広く取るのは必然であり，世界中の積雪地

域でスキー型やかんじき型雪上歩行具が見られ

る 1~4)．世界で同じような雪上歩行具が見られる

のは，ある場所で発明されたものが広まったとい

うよりは，必要に応じて各地でそれぞれに編み出

されたと考える方が自然であろう．スカンジナビ

ア半島やシベリアでスキーが発達したのに対し

（図２），日本の積雪地域では，かんじきが主に

用いられた．これは，急峻な地形に加えて，日本

の森林がタイガなどに比べ立木密度が高く 5~8)，

小回りの利く，かんじきが，日本の山を歩き回る

のに有利であったことが理由と考えられる． 

スキーの滑り止めおよび音消し（獲物に気づか

れないため）を目的として，スキーの裏側には毛

皮を取り付けることも世界中で行われてきた．種

によって多少の違いはあるが，一般的に動物の毛

皮は頭から尾に向かって流れているため，スキー 

に張り付けると，前には滑りやすく後ろに滑り

にくいため，傾斜のある雪上を移動するのに好都

合である．日本では，主にアザラシの毛皮を使用

することが多く，山スキーに用いられる滑り止め

が，アザラシの英語名からシール（seal）と呼ば

れているのもその名残である．アザラシの毛皮は

ナイロンに比べ，滑りが良く，足運びが楽である

ため，上り下りを繰り返す狩猟には適していると

されてきたが，これまで素材による滑りの違いを

定量的に評価して事例は無い． 

滑り止めおよび音消しの用途に用いられる毛

皮はアザラシ類が最も多く，トナカイ，ヘラジカ，

ウマ，クロテンなどである．渡部 1)によると，シ

カ類の毛皮を利用するのは，主にアザラシ毛皮の

入手が難しい内陸の民族である．アザラシ類は，

海棲生物のため，泳ぐ時の水の抵抗が小さくなる

よう毛が寝ており，また氷上では腹ばいで移動す

ることから毛皮が前に滑りやすく，後ろに滑りに

くくできている．このことがスキーシールとして

利用する際にも有利に働くため，アザラシ類の毛

皮が最も優れた素材であるとされている．アザラ

シ類の中でも比較的大型のタテゴトアザラシや

アゴヒゲアザラシの毛皮が，耐久性が良いため，
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よりスキーの滑り止めとしては適していると考

えられるが，利用する毛皮は基本的にその土地で

比較的簡単に入手できる動物に依存するため，ア

ザラシ類の中での優先順位についての知見は本

調査では得られなかった．樺太などでは，入手が

容易なためか，アザラシ類の中では比較的小型の

ワモンアザラシやゴマフアザラシも利用されて

いたことが記録に残されている． 

現在では，アザラシの毛皮が入手困難になって

いることから，山スキーにおいては，主にナイロ

ンやモヘアシールが利用されている．本研究では，

タテゴトアザラシシールとナイロンシールの滑

り抵抗試験を行い，アザラシシールの優位性を検

証した． 

 

 

図１ ノルウェー，アルタの壁画に描かれた

スキー．7000～2000 年前に描かれたとされる．

（Photo: World Heritage Rock Art Center - 

Alta Museum） 

 

 

 

図２ フィンランドで 1990 年に収集されたワ

モンアザラシの毛皮を貼り付けたスキー（北海

道立北方民族博物館展示） 

 

２．試験方法 

アルペン用スキーに取り付けた，タテゴトアザ

ラシシールおよびナイロンシール（図３）を雪上

に静かに置き，前方（毛並みの方向）および後方

（毛並みに逆らう方向）に引っ張り，滑り出しの

抵抗をデジタルフォースゲージでそれぞれ計 5

回測定した．試験を行った雪質は，ザラメ雪，し

まり雪，こしもざらめ雪およびクラストの計４種

類である． 

使用器材 

・スキー板（長さ：185 cm，Kastle 社製） 

・デジタルフォースゲージ（RZ-50，アイコーエ

ンジニアリング社製） 

・アザラシシール（グリーンランド産タテゴトア

ザラシ） 

・ナイロンシール（Colltex 社製） 

 雪質毎の試験地は以下のとおりである． 

・ザラメ雪（札幌市） 

・しまり雪（上川町） 

・こしもざらめ雪（陸別町） 

・クラスト（北見市） 

 

 

図３ タテゴトアザラシシール（左)と 

ナイロンシール（右） 

 

３．試験結果 

滑り抵抗試験の結果を図４に示す．4 種類の，

いずれの雪質でも，前（毛並みに逆らわない）方

向への滑り抵抗はアザラシがナイロンに比べて，

低いことがわかる．それぞれの摩擦係数を，シー

ルを付けていない状態と比較すると，アザラシシ

ールは 1.2～1.8 倍程度に対し，ナイロンシールは

1.8～2.6 倍である． 

後ろ（毛並みに逆らう）方向への滑り抵抗は，

雪質によって，結果が異なった．ザラメ雪ではア

ザラシとナイロンの抵抗にほとんど差がなく，し
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まり雪とクラストではナイロンシールの抵抗が

大きく，こしもざらめ雪ではアザラシシールの抵

抗が大きかった． 

 

 

図４ アザラシシールとナイロンシールの 

雪質毎の滑り抵抗 

 

 また，ザラメ雪は 4種類の雪質の中で最も，前

後の滑り抵抗の差が大きいことがわかる．クラス

トはいずれの試験方法においても比較的高い滑

り抵抗を示した． 

 

４．考察 

タテゴトアザラシの毛足の長さが 5 mmを超え

るのに対して，ナイロンシールの毛足は，わずか

2,3 mm であり（図５），このことが滑り特性に影

響を与えていることが試験結果から伺えた． 

アザラシの毛皮が前方向に滑りやすいのは，ア

ザラシの毛足がナイロンに比べ長いことから，前

方向へ滑る場合は，毛が寝た状態になり，雪との

抵抗が減るためと考えられる．また，ザラメ雪や

しまり雪で抵抗が比較的小さかったのは，気温の

高さが影響した可能性がある． 

後方へのグリップ力については，比較的密度の

低いこしもざらめ雪では，アザラシの長い毛足が

雪に刺さりやすく，大きな抵抗値を記録したと考

えられる（図６上）．このような柔らかい雪質で

は，短いナイロンの毛は，雪をしっかりと捉える

ことができないため，後方への抵抗は小さくなる

傾向にある． 

反対に，密度の高いしまり雪とクラストでは，

アザラシの柔らかい毛は，雪にしっかりと刺さら

ず，グリップ力が低下するが，ナイロンの硬い毛

は雪に刺さりやすく，加えて硬くしまった雪は，

ナイロンに短い毛でも十分なグリップ力が得ら

れるため高い値を示したと思われる（図６下）． 

今後は，更に細かな雪質や密度による抵抗値の

違いや，他種のアザラシ，トナカイ，ヘラジカな

ど動物の違いによる滑り抵抗特性，最新のナイロ

ンシールやモヘアシールでの試験などを実施し

たい． 

 

  
図５ タテゴトアザラシの毛皮（左）とナイロン

シールの拡大写真．定規の 1目盛りは 1 mm． 

 

 
図６ 雪質によるアザラシ毛皮とナイロンシー

ルのグリップ力の違い概念図 
 

５．まとめ 

古代からスキーが移動手段として使われてき

たが，その滑り止めや音消しを目的として動物の

毛皮が利用されてきた．様々な動物がスキーシー

ルとして利用されているが，アザラシ類の毛皮が

丈夫で，前方向への滑りと，後ろ方向へのグリッ

プ力の良さから最適な素材とされている．ナイロ

ンシールとタテゴトアザラシシールの滑り抵抗

を比較するとアザラシシールの方が前に滑りや

すいが後への滑りにくさは雪質によることが分

かった．柔らかい雪では毛足の長いアザラシが有

利であり，硬い雪では逆に毛の硬いナイロンがよ

り有効である． 
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協力により入手することができた．ここに，お礼

を申し上げる． 
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